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3 安西慶三：CDE括約の場を拡げるために日本糖尿病協会のCDEの活動支援の取り組み．第54回日
本糖尿病学会九州地方会 会長企画特別シンポジウム．2016，10，15．抄録集 106．

4 安西慶三：NASH合併糖尿病患者の治療戦略．第41回日本肝臓学会東部会ランチョンセミナー．
2016，12，8‐9．肝臓 57，Suppl（3）．

5 ＊泉 夏美，永渕美樹，藤井純子，岩根紳治，大枝 敏，岡田倫明，江口有一郎，安西慶三：地域肝
炎コーディネーターと糖尿病療養指導士の協働による肝疾患の重症化予防の可能性．第107回日本
消化器病学会九州支部例会．2016，6，24‐25．抄録集 131．

6 井上 瑛，松田やよい，松尾有菜，中尾仁美，井上佳奈子，緒方敦之，吉村 達，鵜殿弘貴，安西
慶三：頸静脈球部カテコラミン産生グロムス腫瘍に対してサイバーナイフによる定位放射線治療を
施行した1例．第16回日本内分泌学会九州支部学術集会．2016，9，10．抄録集 325．

7 井上 瑛，松尾有菜，中尾仁美，井上佳奈子，松田やよい，古川浩二郎，安西慶三：冠動脈バイパ
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ス移植術の周術期において人工膵臓による血糖管理を行った2型糖尿病の一例．第54回日本糖尿病
学会九州地方会．2016，10，14．抄録集 141．

8 ○大枝 敏，岩根紳治，吉原大介，江口有一郎，安西慶三：佐賀県におけるＣ型慢性肝炎に対する抗
ウイルス療法の現状．第107回日本消化器病学会九州支部例会．2016，6，24‐25．抄録集 91．

9 岡田倫明，白井慎平，竹下枝理，岩根紳治，江口有一郎：Ｃ型慢性肝炎 SVR後に発見された咽頭
癌・AFP産生胃癌の一例．第107回日本消化器病学会九州支部例会．2016，6，24‐25．抄録集
110．

10 ＊小野尚文，五反田香，濱岡和宏，江口尚久，大枝 敏，江口有一郎，高橋宏和，安西慶三：肝疾患
（腫瘍性病変）に対する Strain Imaging．日本超音波医学会第26回九州地方会学術集会．2016，10，
2．抄録集 26．

11 河田望美，井上 瑛，中尾仁美，松尾有菜，森 仁恵，小島基靖，井上佳奈子，山内寛子，松田や
よい，岩根紳治，江口有一郎，安西慶三：NASHから肝がんを発症したと考えられる7例につい
ての検討．第54回日本糖尿病学会九州地方会．2016，10，15．抄録 204．

12 ＊五反田香，小野尚文，濱岡和宏，江口尚久，大枝 敏，江口有一郎，安西慶三：肝疾患（腫瘍性病
変）に対する Strain Imaging．日本超音波医学会第26回九州地方会学術集会．2016，10，2．抄録
集 27．

13 古賀 茜，奥村郁美，安西慶三：当院におけるニュークックチルによる新たな病院給食の導入．日
本医療マネジメント学会第15回九州・山口連合大会．2016，9，16‐17．抄録集 74．

14 高橋宏和，北島陽一郎，江口有一郎：非アルコール性脂肪肝に対する食事運動療法における骨格筋
量と脂肪沈着の変化．第41回肝臓学会東部会．2016，12，8‐9．肝臓 57，Suppl（3）：Ａ624．

15 高橋宏和，片桐さやか，江口有一郎：歯周病原細菌がNAFLD/NASHに及ぼす影響．第41回肝臓
学会東部会．2016，12，8‐9．肝臓 57，Suppl（3）：Ａ762．

16 高橋宏和，北島陽一郎，安西慶三，江口有一郎：NAFLDに対する食事運動療法の効果に骨格筋量
と脂肪量が与える影響．第108回日本消化器病学会九州支部例会．2016，11，25‐26．抄録集 81．

17 田中賢一，柳田公彦，高良吉廸，中野 良，遠藤広貴，千布 裕：Mix Genotype のＣ型慢性肝炎
に対してレディパスビル（LDV）＋ソフォスブビル（SOF）を投与した一例．第107回日本消化器
病学会九州支部例会．2016，6，24‐25．抄録集 115．

18 ＊遠藤広貴，高良吉廸，田中賢一，中野 良，柳田公彦，千布 裕：当院でのボノプラザンを用いた
Helicobacter Pylori 除菌治療の成績．第107回日本消化器病学会九州支部例会．2016，6，24‐25．
抄録集 108．

19 ＊柳田公彦，田中賢一，高良吉廸，中野 良，遠藤広貴，千布 裕：血液透析患者におけるＣ型肝炎
治療の経験．第107回日本消化器病学会九州支部例会．2016，6，24‐25．抄録集 131．

20 ＊高良吉廸，田中賢一，中野 良，遠藤広貴，千布 裕：多重感染症の既往がアメーバ腸炎の診断の
一助となった一例．第107回日本消化器病学会九州支部例会．2016，6，24‐25．抄録集 151．

21 中尾仁美，堺真梨子，小野伸之，井上 瑛，中村紗耶嘉，松尾有菜，井上佳奈子，山内寛子，河田
望美，松田やよい，安西慶三：血管炎症候群に対し，ステロイド治療を行いインスリン必要量が著
減した2型糖尿病の一例．第54回日本糖尿病学会九州地方会．2016，10，14．抄録集 140．

22 中尾仁美，松田やよい，東武昇平，徳田悠希子，井上 瑛，中村紗耶嘉，松尾有菜，井上佳奈子，
山内寛子，河田望美，安西慶三：関節リウマチおよび対側の腎細胞癌を合併したコルチゾール産生
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副腎皮質腺腫の一例．第16回日本内分泌学会九州支部学術集会．2016，9，10．抄録集 332．
23 ○永渕美樹，藤井純子，古賀 茜，古賀明美，安西慶三：地震被災地への糖尿病療養指導士ボランティ

ア派遣事業における課題．日本医療マネジメント学会第15回九州・山口連合大会．2016，9，16‐
17．抄録集 106．

24 野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，村山賢一郎，秋山 巧，高橋宏和，相島慎一，江口有一郎，安
西慶三：多発限局性結節性過形成を合併した再発肝細胞癌の一例．第108回日本消化器病学会九州
支部例会．2016，11，25‐26．抄録集 133．

25 ○藤井純子，永渕美樹，古賀明美，山田みゆき，河田望美，山口美幸，安西慶三：佐賀県コーディネー
ト看護師活動における糖尿病重症化予防効果の検討．第54回日本糖尿病学会九州地方会．2016，10，
14．抄録集 164．

26 別府宏一郎，野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，村山賢一郎，秋山 巧，高橋宏和，安西慶三，江
口有一郎：肝硬変患者において猫咬傷を契機に Pasteurella 腹膜炎を来した一例．第108回日本消化
器病学会九州支部例会．2016，11，25‐26．抄録集 149．

27 小林孝臣，野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，村山賢一郎，秋山 巧，高橋宏和，安西慶三，江口
有一郎：肝硬変患者において猫咬傷を契機に Pasteurella 感染症をきたした2例．第41回肝臓学会
東部会．2016，12，8‐9．肝臓 57，Suppl（3）：Ａ832．

28 ＊三根敬一郎，徳澄 奏，藏藤利暢，竹内志津枝，栗崎宏憲，勝田 仁，吉開泰信，安西慶三，永淵
正法：実験的ウイルス誘発糖尿病におけるメスマウスの発症防御機構の解明．第54回日本糖尿病学
会九州地方会．2016，10，15．抄録集 185．

29 星野有紀，吉岡 航，野下祥太郎，窪津祥仁，村山賢一郎，秋山 巧，高橋宏和，芥川剛至，青木
茂久，戸田修二，江口有一郎：ステロイド減量中に自己免疫性膵炎の増悪，IgG4関連硬化性胆管
炎を発症した IgG4関連疾患の一例．第108回日本消化器病学会九州支部例会．2016，11，25‐26．
抄録集 161．

30 ○宮原千賀，岩根紳治，江口有一郎，原田 大，井手達也：慢性腎臓病（CKD）を伴うＣ型慢性肝
炎疾患に対する抗ウイルス療法戦略．第108回日本消化器病学会九州支部例会．2016，11，25‐26．
抄録集 87．

31 村山賢一郎，大塚大河，五反田香，荒木紀匡，磯田広史，古賀風太，戸山真吾，塩山善之，江口有
一郎，安西慶三：肝細胞癌に対する炭素イオン線治療の経験．第107回日本消化器病学会九州支部
例会．2016，6，24‐25．抄録集 78．

32 ＊諸岡智子，竹ノ下博正，坂本三奈子，永渕美樹，藤井純子，古賀明美，安西慶三：佐賀県コーディ
ネート看護師活動における唐津赤十字病院の活動とその成果．第54回日本糖尿病学会九州地方会．
2016，10，14．抄録集 164．

33 吉岡 航，大枝 敏，窪津祥仁，高橋宏和，小野尚文，江口有一郎，末岡榮三郎，安西慶三：FibroScan
測定困難例における SWE（Share Wave Elastography）の有用性．日本超音波医学会第26回九州地
方会学術集会．2016，10，2．抄録集 10．

その他の学会
1 安西慶三：県で取り組む糖尿病重症化予防．上長崎糖尿病合併症検討会．2016，1，13．
2 安西慶三：糖尿病腎症透析療法期の病態と治療のポイント．第7回佐賀県腎不全看護研究会．2016，

1，24．
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3 安西慶三：肝疾患合併の糖尿病治療について－NAFLD/NASH合併糖尿病－．神崎市郡医師会学
術講演会．2016，2，3．

4 安西慶三：人工膵臓を用いた周術期の血糖管理．第17回西日本糖尿病発症機構研究会．2016，1，
30．

5 安西慶三：NASH合併糖尿病患者の治療戦略．東広島地区医師会学術講演会．2016，2，18．
6 安西慶三：2型糖尿病とNASHのクロストーク．糖尿病とNASH研究会．2016，3，3．
7 安西慶三：第二期の活動と今後の展望．佐賀県糖尿病コーディネート看護師育成・支援事業 第4

回公開講座．2016，3，5．
8 安西慶三：多様化する肝疾患における糖尿病診療．栃木県先端糖尿病研究会2016．2016，4，15．
9 安西慶三：糖尿病患者における感染症診療の考え方．第15回大牟田糖尿病セミナー．2016，4，22．
10 安西慶三：肝臓に焦点を当てた糖尿病治療．南大阪地区糖尿病学術講演会．2016，4，28．
11 安西慶三：糖尿病患者における肝疾患の診断と治療．第327回県北臨床内科医会学術講演会．2016，

5，12．
12 安西慶三：糖尿病医から見た感染症合併糖尿病患者の治療戦略．第4回昇龍道フォーラム．2016，

5，14．
13 安西慶三：日本糖尿病協会の療養支援への取り組みについて．平成28年度佐賀糖尿病療養指導士会．

2016，5，15．
14 安西慶三：佐賀県における糖尿病重症化防止．疾病管理・地域連携支援シンポジウム．2016，7，

31．
15 安西慶三：糖尿病患者の災害対策．糖尿病療養指導士認定研修．2016，6，5．
16 安西慶三：佐賀県の糖尿病重症化予防対策について．武田薬品社外講師勉強会．2016，7，4．
17 安西慶三：多様化する肝疾患における糖尿病診療．大分県北部糖尿病セミナー．2016，7，29．
18 安西慶三：佐賀県における糖尿病重症化防止．疾病管理・地域連携支援センターシンポジウム．

2016，7，31．
19 安西慶三：糖尿病重症化予防における検診の役割．検診実施機関等事務連絡会議．2016，8，19．
20 安西慶三：医療連携における糖尿病重症化予防．和歌山糖尿病地域連携研究会．2016，8，20．
21 安西慶三：肝硬変と糖尿病．第2回肝硬変ケアカンファレンス．2016，9，16．
22 安西慶三：佐賀県における糖尿病重症化予防．平成28年度佐賀県糖尿病対策推進会議．2016，9，

21．
23 安西慶三：血管合併症予防のための糖尿病診療－薬物治療と診療支援－．諫早医師会学術講演会．
2016，9，23．

24 安西慶三：血管合併症予防のための糖尿病診療－薬物治療と診療支援．美波セミナー IN東北．
2016，11，6．

25 安西慶三：糖尿病腎症の透析導入抑制取り組み．佐賀県医師会学術講演会．2016，10，28．
26 安西慶三：STOP！糖尿病重症化予防対策～多職種連携による糖尿病チームの医療実践～．伊万

里・有田糖尿病・肝炎コーディネーター連携フォーラム．2016，10，7．
27 安西慶三：STOP！糖尿病重症化予防対策～多職種連携による糖尿病チームの医療実践～．糖尿病

連携セミナー．2016，12，5．
28 安西慶三：血管合併症予防のための糖尿病診療－薬物治療と診療支援．シュアポストライブ配信講
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演会．2016，10，27．
29 安西慶三：血管合併症予防のための糖尿病診療－薬物治療と診療支援．美波セミナー IN大分．

2016，11，11．
30 安西慶三：高齢者糖尿病患者の治療とケア．The 14th Diabetes Clinical Seminar．2016，11，17．
31 安西慶三：「糖尿病の病態と合併症について」．基礎から学ぶ糖尿病看護．2016，11，25．
32 安西慶三：意識障害．2016年第11回九州糖尿病検査技師研究会．2016，11，26．
33 安西慶三：骨格筋から見た糖尿病．Diabetes Conference IN 倉敷．2016，11，28．
34 安西慶三：感染症合併糖尿病患者へのアプローチ．佐賀県病院薬剤師会 第10回感染症研修会・糖

尿病研修会．2016，11，30．
35 安西慶三：新しい糖尿病療養指導資材の活用について～糖尿病療養カードシステムと学習支援

DVD～．宮崎県糖尿病懇話会 学術講演会．2016，12，10．
36 安西慶三：STOP！糖尿病対策事業：顔の見える連携 糖尿病性腎症重症化予防プログラムについ

て．蓮根の会．2016，12，12．
37 井上佳奈子：佐賀県の医療連携による糖尿病重症化予防対策．筑後佐賀糖尿病学術講演会．2016，

7，1．
38 井上佳奈子：佐賀県ストップ糖尿病対策事業．筑後佐賀糖尿病学術講演会．2016，11，11．
39 井上佳奈子：肝硬変のある糖尿病患者の血糖管理．唐津地区肝炎コーディネーター糖尿病療養指導

士共同研究会．2016，7，29．
40 井上佳奈子：肝硬変のある糖尿病患者の血糖管理．伊万里地区肝炎コーディネーター糖尿病療養指

導士共同研究会．2016，9，23．
41 井上佳奈子：肝硬変のある糖尿病患者の血糖管理．杵藤地区肝炎コーディネーター糖尿病療養指導

士共同研究会．2016，10，21．
42 北島陽一郎，窪津祥仁，濱岡和宏，小野尚文，江口尚久，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：NAFLD，

T2DM合併NAFLDへの食事運動介入は肝筋腎連関で慢性腎臓病を抑制する．第24回肝病態生理
研究会．2016，5，18．抄録集 25．

43 北島陽一郎，高橋宏和，窪津祥仁，濱岡和宏，小野尚文，江口尚久，角田圭雄，兵庫秀幸，江口有
一郎，安西慶三：NASH進展におけるサルコペニア肥満と筋脂肪化，膵 β細胞機能低下との関係．
第3回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2016，7，16．抄録集 55．

44 窪津祥仁，高橋宏和，北島陽一郎，江口有一郎，安西慶三：NAFLDの線維化進展と糖尿病合併に
よる慢性腎臓病への影響．第3回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2016，7，16．抄録集 55．

45 窪津祥仁，安西慶三，高橋宏和，濱岡和宏，北島陽一郎，小野尚文，江口尚久，江口有一郎：NAFLD
における線維化伸展と動脈硬化，慢性腎臓病の関連．第24回肝病態生理研究会．2016，5，18．抄
録集 24．

46 小島基靖：先進ディバイスによるインスリン療法．日本 IDDMネットワークサイエンスフォーラ
ム．2016，6，25．

47 小島基靖：1型糖尿病．佐賀県糖尿病療養指導公開講座．2016，4，7．
48 小島基靖：小児1型糖尿病について～学校生活が不安なく過ごせるように～．第22回DMユース

佐賀学校連絡会．2016，8，28．
49 小島基靖：病診連携で週1回GLP‐1受容体作動薬を開始し，血糖改善を認めた1例．第45回唐津
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糖尿病臨床カンファレンス．2016，10，24．
50 小島基靖：1型糖尿病と患者会活動について．平成28年DMユース佐賀患者・家族交流会．2016，
12，11．

51 小島基靖：肝硬変のある糖尿病患者の血糖管理．鳥栖地区肝炎コーディネーター糖尿病療養指導士
共同研究会．2016，11，11．

52 小島基靖：SGLT2阻害薬の肝，腎機能に与える影響に関する検討．多久・小城地区医師会学術講
演会．2016，12，14．

53 高橋宏和：運動で脂肪を“鍛える”ことができるのか？－運動惹起性アディポカインの探索・創薬
研究．FUIPAセミナー（福岡大学研究推進部主催研究会）．2016，6，21．

54 高橋宏和：肝臓代謝疾患と建築にかかわること．リフォームドクター講習会．2016，11，26．
55 高橋宏和：運動療法に学ぶ新たな糖尿病・肥満・脂肪肝の治療．佐賀県医師会学術講演会．2016，

7，9．
56 高橋宏和：肥満における運動療法の問題点と運動惹起性アディポカインの検索・創薬研究．第5回

Kyushu Diabetes Research Conferrence．2016，7，9．
57 田中賢一：Ｂ型肝炎の治療について．唐津松浦地区肝疾患研究会．2016，2，16．
58 中尾仁美：高齢者糖尿病．Diabetes Clinical Seminar．2016，11，17．
59 ○永渕美樹，藤井純子，泉 夏美，岩根紳治，大枝 敏，岡田倫明，江口有一郎，安西慶三：肝疾患・

糖尿病患者の支援における専門職種の知識と活動の現状．第3回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2016，
7，16．抄録集 60．

60 松尾有菜：人工膵臓／周術期の血糖管理．佐賀県糖尿病療養指導公開講座．2016，7，7．
61 松尾有菜：治療に難渋したACTH産生性甲状腺髄様癌の一例．第8回久留米・佐賀甲状腺研究会．
2016，11，26．

62 松尾有菜：原発性腹甲状腺機能亢進症におけるレグパラ錠の有用性．佐賀内分泌代謝講演会．2016，
12，8．

63 松田やよい：糖尿病治療の基礎．佐賀県糖尿病療養指導公開講座．2016，5，12．
64 松田やよい：糖尿病と癌．佐賀県糖尿病療養指導公開講座．2016，9，1．
65 松田やよい：SGLT2阻害剤をいかに使いこなすか（パネリスト）．糖尿病治療を考える会．2016，

3，2．
66 松田やよい：原発性副甲状腺機能亢進症の病態と治療．佐賀糖尿病内分泌代謝講演会．2016，12，

8．
67 村山賢一郎，大塚大河，五反田香，荒木紀匡，磯田広史，古賀風太，中下俊哉，秋山 巧，河口泰

典，江口有一郎，安西慶三：TACE不応進行肝細胞癌に対する肝動注化学療法とソラフェニブの
比較．第52回日本肝癌研究会．2016，7，1．抄録集 238．

68 森 仁恵：肝硬変のある糖尿病患者の血糖管理．佐賀地区肝炎コーディネーター糖尿病療養指導士
共同研究会．2016，12，9．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

講 師 高橋 宏和 科学研究費助成事業 研究活動ス
タート支援

運動惹起性アディポカインによる非ア
ルコール性脂肪肝治療の探索

1，430

講 師 高橋 宏和 日本糖尿病協会 若手研究者助
成

肥満および非アルコール性脂肪肝での
血清運動マーカーの探索

500

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

医 員 窪津 祥仁 第89回日本超音波医学会学術総会 新人賞

研究助成等

学術（学会）賞
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